
学校検尿検診システム 
学校検尿（学校一次検診） 

 
（注）＊１ 学校において第２回目の検尿を行わない場合は，第１回目の結果が（±）以上の

場合は二次検診の指導を行う。 

＊２ 保護者・児童・生徒の理解を得て、学校で食後２時間以上の尿を採尿して２回目

の検査を行う。ただし学校で採尿できない場合は（注１）にしたがう。 

   ＊３ 二次検診は行わず三次（精密）検診としてもよい。現在通院中のもの、あるいは

過去３年以内に腎性糖尿と診断されているものは、糖尿病二次検診は除外。 

早朝尿 

蛋白・潜血 
（±）～ 

（－） 糖 

（±） 

食後尿＊２ 早朝尿 

（－） （±）～ 

医療機関受診 

学校・教委へ報告 

学校から保護者へ連絡し 

二次検診へ 

第１回 

第２回＊１ 

二次検診＊３ 

蛋白・潜血 糖 
早朝尿・来院時尿の尿検査 

（2～3回）

血液検査（BUN，クレアチニン， 

総蛋白，ASO，CRP，血清補体成分

（C3），赤沈等） 

空腹時の尿糖，尿ケトン体， 

簡易経口ブドウ糖負荷試験， 

負荷試験後の尿糖 

暫定診断・管理区分決定 学校・医師会へ報告 

学校から教委へ連絡 

 蛋白尿・血尿の合併，高度の蛋白尿 

（2+以上），尿所見の悪化，高血圧， 

むくみ，腎機能低下，血清補体価低値 
糖尿病型，境界型 

腎臓専門医療機関 （小児）糖尿病専門医療機関 

確定診断・管理区分決定 

学校・医師会へ報告 

（学校から市町村教委へ連絡） 

（＋）～ 

試験紙法（蛋白，潜血，糖） 

三次（精密）検診 


